
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

第６学年 道徳科学習プログラム（１学期） 

地域のために考えて行動しよう。 

ねらい 地域のよさや課題を知り，地域のために自分ができることを考え，行動しようとする態度を育てる。 

学習過程 

児童の意識の流れ 体験活動，家庭・地域との連携 道徳科 教科・領域等 時期 

地域のよさや課題を知り，地域のために自分ができるこ

とを考え行動できるクラスにしよう。 

道徳科「自分にできること」 

Ｃ 勤労，奉仕 

被災地に派遣された島

田さんの考え方の変化を

通して，社会のために奉仕

することの意義と喜びに

気づき，進んで社会のため

に役に立とうとする態度

を養う。 

道徳科「天下の名城をよみ

がえらせる－姫路城－」 

C 伝統と文化の尊重， 国

や郷土を愛する態度 

祖父の語りを聞いたひ

ろみの驚きを通して，先人

の知恵のすばらしさを理

解し，郷土や我が国の伝統

文化を受け継ぎ，後世に残

すために大切にしようと

する心情を育てる。 

社会科「願いを実現する

政治」 

国や地方公共団体の政

治は，国民主権の考え方

の下，国民生活の安定と

向上を図る大切な働きを

していることを理解する

とともに，主体的に学習

問題を追究・解決しよう

とする態度を育てる。 

委員会・クラブ活動 

 最高学年として，全校児

童のためにどんなことが

できるか考え，行動しよう

とする心情を育てる。 

クリーン活動 

 自分が住む地域の清掃

活動を通して，誰かのため

に何かをしようとする心

情を育てる。 

総合的な学習の時間 

「提案！三原の町に活気

を！」 

三原の現状を知り，活

気のある町にするため

にどんなことができる

か考え，行動しようとす

る心情を育てる。 

地域のために自分たち

にできることはあるのか

な。 

地域のよいところやも

っとこうだったらよいと

思うことは何だろう。 

地域がより活性化する

ために地域のよさをたく

さんアピールしたいな。 

これからも地域のよさ

や課題を見つめて，地域の

ために自分ができること

をしていきたいな。 
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